
一般質問

平成２５年（２０１３年）７月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

市政を問市政を問うう （政和）＝政和会
（公明）＝市議会公明党
（フォ）＝フォーラム小平
（共産）＝日本共産党小平市議団
（生ネ）＝生活者ネットワーク
（虹ひ）＝虹とひかり
（みな）＝みんなの党小平の会

一一般般質質問問一般質一般質問問 議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、２５人の議員からの質問のうち、
１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

行
政
一
般

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
制
度 

導
入
か
ら　
年
間
の
評
価
と
課
題
は
。

１０

　

渦
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
監
視
す
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
充
実
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
開
館
時
間
の
延
長
等
の
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
や
コ
ス
ト
の
削
減
等

の
効
果
が
あ
っ
た
が
、
事
業
者
の
創

意
工
夫
等
に
よ
る
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
が
必
要
と
考
え
る
。

　

渦
条
例
等
に
基
づ
く
報
告
の
ほ
か

に
年
２
回
の
管
理
運
営
状
況
評
価
と

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お

り
、
今
後
も
こ
れ
ら
を
通
じ
て
良
好

な
施
設
の
管
理
及
び
適
正
か
つ
確
実

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
確
保
し
て
い
く
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
高
齢 

者
に
対
し
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
有
効
な
ら
ば
、

実
証
実
験
等
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

渦
特
別
支
援
教
育
の
中
で
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
も
う
少
し
状
況
を
注
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
は

実
証
実
験
等
の
考
え
は
な
い
が
、
先

行
事
例
等
の
検
証
を
し
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

教
育
長　

渦
障
害
の
状
況
等
に
応
じ

て
ど
の
よ
う
な
場
面
で
の
活
用
が
有

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

つ
な
が
る
指
定
管
理
者
制
度
に

再
び
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

生
か
し
た
施
策
の
推
進
を

検
討
し
て
い
く
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
「
収 

集
無
料
を
堅
持
」
と
公
約
に
掲
げ
る

に
至
っ
た
理
由
は
。

　

渦
第
３
次
ご
み
処
理
基
本
計
画
策

定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
有
料

化
に
つ
い
て
賛
成
が
多
か
っ
た
と
し

て
も
有
料
化
し
な
い
の
か
。

市
長　

臼
市
民
の
負
担
が
ふ
え
る
こ

と
を
避
け
た
い
と
い
う
趣
旨
と
受
け

と
め
て
い
る
。

　

渦
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
と
し

て
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の
審

議
を
受
け
な
が
ら
計
画
を
策
定
す
る

予
定
で
、
ご
み
収
集
の
有
料
化
は
、

そ
の
中
で
整
理
し
て
い
き
た
い
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
み
な
）　

今
後

４
年
間
の
行
政
運
営
の
手
法
と
覚
悟

は
。

市
長　

一
貫
し
て
参
加
・
協
働
・
自

治
に
よ
る
活
気
に
満
ち
た
都
市
の
実

現
を
目
指
し
、
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
今
後
も
こ
の
基
本
的
姿

勢
は
同
じ
で
あ
り
、
社
会
状
況
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
市
民
生

活
に
必
要
な
行
政
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
今
後
の
４
年
間

は
、
小
平
市
第
三
次
長
期
総
合
計
画

や
小
平
市
行
財
政
再
構
築
プ
ラ
ン
を

中
心
と
し
た
計
画
的
な
事
業
展
開
を

推
進
す
べ
く
、
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

 
坂
井
や
す
の
り
議
員（
み
な
）　

給
食

の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
い
つ
ま
で
に
作
る
か
。

市
長　

保
育
園
で
は
具
体
的
な
対
応

市
長
公
約
「
ご
み
収
集
無
料
を
堅
持
」
の

政

策

化

に

つ

い

て

市
長
の
３
期
宣
言
の
３
期
を
迎
え
た

公
約
実
現
へ
の
行
政
運
営
に
つ
い
て

政
策
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
市
の
施
策
と

し
て
い
か
に
実
現
し
て
い
く
の
か

等
を
記
載
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
毎
年
度
見

直
し
を
図
り
、
園
と
保
護
者
が
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
の

で
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
平
成　

年
度

２５

末
を
目
途
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
見

直
し
を
行
い
た
い
。
中
学
校
で
は
引

き
続
き
ア
レ
ル
ギ
ー
献
立
に
よ
る
自

主
管
理
を
生
徒
、
保
護
者
と
学
校
の

連
携
の
も
と
徹
底
し
て
い
く
。

 
堀　

浩
治
議
員
（
政
和
）　

臼
今
後 

４
年
間
で
実
行
し
た
い
政
策
は
何
か
。

　

渦
財
政
健
全
化
に
対
す
る
今
後
の

新
た
な
取
り
組
み
は
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
に
新
た
に
策

２５

定
し
た
中
期
的
な
施
策
の
取
組
方
針・

実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
各
分

野
に
お
い
て
今
後
４
年
間
の
施
策
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

　

渦
今
後
は
財
源
不
足
を
補
塡
す
る

た
め
の
基
金
の
充
実
に
も
努
め
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
具
体
的

に
は
財
政
調
整
基
金
の
残
高
を　

億
３０

円
、
公
共
施
設
整
備
基
金
の
残
高
を

　

億
円
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

２０
 

常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
住
民 

投
票
制
度
に
は
、
行
政
課
題
に
対
す

る
市
民
等
の
理
解
を
深
め
る
効
果
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

　

渦
常
設
型
住
民
投
票
制
度
の
必
要

性
を
認
識
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
住
民
投
票
は
市
民
に
直
接

賛
否
を
問
う
も
の
で
、
必
ず
し
も
行

政
課
題
へ
の
市
民
の
理
解
度
を
高
め

る
た
め
に
行
う
も
の
で
は
な
い
が
、

そ
の
効
果
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
直
ち
に
設
置
す
る
予
定
は
な
い

新

市

長

の

公

約

の

政
策
化
に
つ
い
て
問
う

常
設
型
住
民
投
票
条
例
の

必

要

性

に

つ

い

て

が
、
今
回
の
住
民
投
票
条
例
の
制
定

を
踏
ま
え
、
他
市
の
先
進
事
例
等
を

参
考
に
、
導
入
す
る
場
合
の
手
法
や

課
題
等
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

 
日
向
美
砂
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
住 

民
投
票
の
周
知
に
つ
い
て
全
庁
的
な

協
力
体
制
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　

渦
住
民
投
票
に
か
か
わ
る
文
書
管

理
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

市
長　

臼
市
長
選
挙
等
と
同
等
に
、

市
報
の
発
行
、
入
場
整
理
券
と
あ
わ

せ
た
投
票
の
お
知
ら
せ
の
送
付
、
ポ

ス
タ
ー
掲
示
な
ど
の
周
知
を
、
庁
内

で
協
力
し
て
行
っ
た
。

　

渦
規
則
に
お
い
て
、
投
票
、
投
票

録
、
開
票
録
等
は
選
挙
管
理
委
員
会

で
条
例
が
失
効
す
る
日
ま
で
の
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て

い
る
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
住
民 

投
票
の
結
果
を
今
後
ど
う
生
か
す
か
。

　

渦
道
路
計
画
に
理
解
と
納
得
を
得

て
い
な
い
住
民
の
声
を
、
都
に
対
し

ど
う
反
映
し
、
住
民
合
意
を
得
る
か
。

市
長　

臼
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
不

成
立
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
都
や
国

の
関
連
機
関
に
投
票
結
果
の
通
知
は

し
な
い
が
、
今
後
も
市
と
し
て
計
画

や
事
業
の
周
知
に
一
層
努
め
て
い
く
。

　

渦　

・　

％
の
市
民
が
投
票
し
た

３５

１７

事
実
を
都
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
機

会
を
捉
え
て
地
域
住
民
等
の
声
も
で

き
る
限
り
伝
え
て
い
く
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
今
回 

の
住
民
投
票
の
評
価
は
。

住

民

投

票

を

終

え

て

小
平
都
市
計
画
道
路
３
・
２
・
８
号
線
の

住
民
投
票
を
ど
う
生
か
す
か

住
民
投
票
の
結
果
に
つ
い
て

開
票
し
な
い
の
は
住
民
自
治
に
反
す
る

　

渦
都
の
事
業
が
市
民
参
加
の
対
象

に
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
は
、
市
が

進
め
る
住
民
自
治
に
反
す
る
の
で
は
。

　

嘘
成
立
要
件
を
つ
け
た
こ
と
で
投

票
率
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
た
か
。

市
長　

臼
市
民
参
加
の
あ
り
方
の
一

つ
を
示
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

渦
事
業
主
体
で
あ
る
都
が
市
民
参

加
や
意
見
聴
取
等
を
行
っ
て
お
り
、

市
で
も
可
能
な
範
囲
で
市
民
の
意
向

を
伝
え
る
等
の
努
力
を
し
て
い
る
。

　

嘘
影
響
を
与
え
た
と
は
考
え
て
い

な
い
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
指
定 

管
理
者
を
選
定
す
る
際
の
審
査
項
目

に
、
地
域
貢
献
の
評
価
と
地
域
で
活

動
す
る
事
業
者
を
支
援
す
る
基
準
を

ど
う
追
加
し
た
か
。

　

渦
新
し
い
審
査
項
目
を
ど
う
運
用

し
て
い
く
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
度
か
ら
事
業
者

２５

の
信
頼
性
、
社
会
性
に
関
す
る
項
目

を
追
加
し
、
そ
の
中
で
社
会
貢
献
活

動
や
地
域
雇
用
等
の
評
価
を
行
う
。

　

渦
事
業
者
の
信
頼
性
、
社
会
性
に

関
す
る
項
目
に
は
客
観
性
が
高
い
項

目
が
多
い
の
で
、
提
出
書
類
の
内
容

を
確
認
し
て
点
数
を
つ
け
て
い
く
。

指
定
管
理
者
の
選
定
審
査
項
目
に

地
域
貢
献
の
評
価
等
の
視
点
を
加
え
よ

効
か
等
を
含
め
、
他
市
の
事
例
等
の

研
究
成
果
を
見
き
わ
め
て
い
き
た
い
。

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
広
報 

に
対
す
る
全
体
的
な
広
報
戦
略
を
策

定
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

渦
戦
略
的
広
報
を
総
括
す
る
た
め

（
仮
称
）
広
報
戦
略
室
を
設
立
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

臼
市
報
等
の
広
報
媒
体
の
充

実
や 
パ 
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー
の
有
効
活
用

※

を
推
進
し
て
い
る
が
、
今
後
、
一
層

の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
を
行
い
、
効
果
的
な
市
政
情
報

の
発
信
に
努
め
る
。

　

渦
現
在
の
市
の
広
報
は
効
果
的
に

行
わ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
現
行

の
体
制
で
広
報
し
て
い
く
。

※
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
ー
と
は

　

官
公
庁
や
企
業
な
ど
が
事
業
や
活

動
内
容
を
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
報
道

機
関
に
提
供
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

通
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
広
報
活
動
の
こ
と
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

臼
現
行 

税
率
を
０
・
２
％
に
下
げ
、
約
６
億

円
減
税
す
る
と
い
う
政
策
が
打
ち
出

さ
れ
た
背
景
と
理
由
は
。

　

渦
こ
の
政
策
の
実
施
は
い
つ
か
。

市
長　

臼
景
気
の
上
向
き
が
実
感
で

き
な
い
と
の
声
が
あ
る
中
で
、
納
税

者
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
減
税
の
対

象
と
し
た
も
の
と
受
け
と
め
て
い
る
。

　

渦
次
回
の
税
率
改
定
は
平
成　

年
２７

度
か
ら
と
な
る
が
、
今
後
の
都
市
計

画
事
業
等
の
計
画
状
況
や
進
捗
状
況
、

財
政
状
況
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て

（
仮
称
）
広
報
戦
略
室
の

設

立

に

つ

い

て

市
長
公
約
「
都
市
計
画
税
の
減
税
の

実
施
」
の
政
策
化
に
つ
い
て

 
滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
小
平 

市
民
総
合
体
育
館
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
状
況
は
。

小
平
市
民
総
合
体
育
館
ト
イ
レ
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
急
げ

　

渦
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京　

の
前
に
バ

２０１３

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
完
了
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
洋
式
、
和
式
、
車
い
す
対

応
合
計
で
個
室
が　

あ
る
う
ち
、
手

４１

す
り
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
洋
式

３
と
車
い
す
対
応
４
の
計
７
で
あ
る
。

　

渦
ト
イ
レ
に
で
き
る
限
り
手
す
り

を
設
置
す
る
よ
う
調
整
中
で
、
車
い

す
対
応
ト
イ
レ
は
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
に
改
修
予
定
で
あ
る
。

 
石
毛
航
太
郎
議
員
（
フ
ォ
）　

臼
市 

民
や
関
係
団
体
か
ら
の
雨
漏
り
に
つ

い
て
の
声
と
市
の
対
応
は
。

　

渦
雨
漏
り
の
修
理
予
定
は
。

市
長　

臼
指
定
管
理
者
で
あ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
連
絡

を
受
け
て
お
り
、
そ
の
都
度
、
原
因

を
究
明
し
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
。

　

渦
こ
と
し
４
月
に
雨
漏
り
の
原
因

の
一
つ
と
推
測
さ
れ
る
屋
上
及
び
排

水
管
の
清
掃
を
実
施
し
た
。
５
月
に

は
雨
水
の
浸
透
を
防
ぐ
た
め
に
天
窓

の
ボ
ル
ト
締
め
を
行
い
、
現
在
は
そ

の
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。

さ
わ
や
か
館
の
子
ど
も
広
場
の

ホ
ー
ル
の
雨
漏
り
に
つ
い
て

公共
　施設

滑
さ
わ
や
か
館
の
子
ど
も
広
場
の

　

ホ
ー
ル

滑
い
ろ
い
ろ
な
活
用
が
期
待
さ
れ
る
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